
自
衛
隊
へ
の
住
基
情
報
提
供
の
違
法
性

碧
南
市
は
、
防
衛
省
の
自
衛
隊
員
募
集
事
務
に
協

力
し
て
18
歳
の
人
約
８
０
０
名
の
氏
名
や
住
所
等
の

個
人
情
報
を
わ
ざ
わ
ざ
宛
名
シ
ー
ル
に
し
て
提
供
し

て
い
ま
す
。

５
月
12
日
、
愛
知
県
平
和
委
員
会
は
碧
南
市
を
訪

問
「
自
営
隊
へ
の
情
報
提
供
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め

る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
山
口
は

る
み
、
岡
本
守
正
、
磯
貝
明
彦
市
民
運
動
部
長
も
同

席
し
ま
し
た
。

踏
ん
張
り
を
緩
め
た
碧
南
市

懇
談
の
中
で
、
碧
南
市
で
は
令
和
1
年
に
住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
に
留
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
令

和
２
年
に
は
紙
で
渡
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
３
年

度
か
ら
は
宛
名
シ
ー
ル
に
印
字
し
て
渡
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
個
人
情
報
保
護
の

た
め
に
踏
ん
張
っ
て
き
た
こ
と
を
年
ご
と
に
緩
め
て

き
た
の
で
す
。

法
を
超
え
て
解
釈
拡
大

２
年
ほ
ど
の
間
に
、
従
来
の
住
民
基
本
台
帳
法
11

条
1
項
に
基
づ
く
４
情
報
（
氏
名
・
住
所
・
生
年
月

日
・
性
別
）
の
閲
覧
に
代
え
て
、
自
衛
隊
員
募
集
に

必
要
と
し
て
自
衛
隊
の
求
め
に
応
じ
て
、
全
国
の
市

区
町
村
で
18
歳
お
よ
び
22
歳
の
住
民
の
４
情
報
を
提

供
す
る
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
疑
問
と

し
て
見
直
し
を
求
め
る
住
民
の
運
動
が
あ
り
、
住
民

訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

安
倍
の
一
声
で
忖
度

２
０
１
９
年
２
月
13
日
に
、
当
時
の
安
倍
首
相
が

募
集
に
つ
い
て
の
自
治
体
の
非
協
力
は
残
念
と
い
う

国
会
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
２
０
２

０
年
12
月
18
日
の
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、
２
０
２
１

年
２
月
５
日
に
は
「
自
衛
官
又
は
自
衛
官
候
補
生
の

募
集
事
務
に
関
す
る
資
料
の
提
出
に
つ
い
て
」
と
い

う
防
衛
省
お
よ
び
総
務
省
か
ら
の
通
知
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。

住
基
法
を
超
え「
政
令
」「
通
知
」で

こ
の
通
知
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
11
条
1
項
が
定

め
る
「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
」
の
国
へ
の

提
出
が
、
自
衛
隊
法
97
条
1
項
の
市
区
町
村
の
長
が

自
衛
隊
員
の
募
集
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
と

す
る
定
め
と
、
防
衛
大
臣
が
市
区
町
村
の
長
に
募
集

に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
同
法
施
行
令
１
２
０
条
に
基
づ
い
て
可
能
で
あ

る
と
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
て
、
自
衛
隊
法
令

を
根
拠
法
令
と
す
る
と
い
う
解
釈
を
通
知
で
も
っ
て

示
す
こ
と
で
、
「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
」

を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
き
、
住
民
基
本
台
帳
法
上
、

特
段
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
の
で

す
。
当
初
、
市
区
町
村
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
情
報
は
、
閲
覧
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
対
応

し
て
い
た
の
で
す
が
、
先
の
２
０
１
９
年
の
首
相
答

弁
は
こ
の
よ
う
な
法
運
用
へ
の
い
ら
立
ち
を
表
明
し

た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

市
民
も
閲
覧
で
き
な
い
の
に

住
民
基
本
台
帳
法
11
条
に
は
市
区
町
村
に
よ
る
目

的
外
の
利
用
や
、
ま
し
て
外
部
提
供
に
つ
い
て
の
定

め
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
自
衛
隊
の
協
力

要
請
を
受
け
た
と
し
て
も
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
ど

の
条
項
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
を
根
拠
に
市
区
町
村
が

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
を
提
供
で

き
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。
し
か
も
、

防
衛
省
お
よ
び
総
務
省
か
ら
の
通
知
は
、
地
方
自
治

法
２
４
５
条
の
４
第
1
項
に
基
づ
く
技
術
的
助
言
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
と
し
て

も
、
市
区
町
村
に
は
不
利
益
な
扱
い
が
さ
れ
ま
せ
ん

（
地
方
自
治
法
２
４
７
条
３
項
）
。

市
民
は
閲
覧
実
態
わ
か
ら
ず

大
事
な
個
人
情
報
で
あ
る
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

の
有
無
は
、
年
に
１
回
市
役
所
の
掲
示
板
に
公
示
さ

れ
る
だ
け
で
す
。
（
今
年
は
４
月
12
日
～
26
日
）
期

日
が
す
ぎ
た
ら
、
存
否
も
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

拒
否
権
と
覚
書
を

他
の
自
治
体
で
は
、
自
分
の
情
報
提
供
を
拒
否
す

る
届
出
や
、
自
営
隊
に
複
写
や
他
の
流
用
を
さ
せ
な

い
覚
書
を
交
わ
し
て
い
ま
す
が
碧
南
市
は
や
っ
て
い

ま
せ
ん
。

再
び
「
赤
紙
招
集
へ
の
道
」許
さ
ず

憲
法
改
悪
、
軍
事
費
２
倍
化
、
敵
基
地
攻
撃
な
ど

不
穏
な
動
き
起
こ
っ
て
い
る
中
。
２
０
１
５
年
の
「
戦

争
法
」
強
行
採
決
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

「
集
団
的
自
衛
権
」
の

も
と
で
参
戦
可
能
を
な
っ

て
い
ま
す
。
若
者
を
再

び
戦
場
に
送
る
な
。
公

務
員
に
、
赤
紙
招
集
を

さ
れ
る
な
。
と
危
険
な

政
治
に
ノ
ー
の
世
論
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。
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５
月

15
日
、
名
古
屋
市
内
労
働
会
館
で
行
わ
れ
た
東
海
自
治
体

学
校
に
ズ
ー
ム
参
加
し
ま
し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
治
体
間
連
携

記
念
講
演
は
世
田
谷
区
長
の
保
坂
展
人
さ
ん
。
「
区
民
・
職
員

と
と
も
に
築
い
た
区
政

11
年
間
、
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
」
と
題
し
て
人
口

90
万
人
の
住
む
、
具
体
的
な
施
策
を
ズ
ー

ム
で
語
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
平
成
28
年
か
ら
群
馬
県
川
場
村
、

長
野
県
高
遠
市
、
青
森
県
弘
前
市
、
新
潟
県
十
日
町
市
な
ど
と
、

太
陽
光
、
小
水
力
、
地
熱
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
全
保

育
園
、
区
庁
舎
な
ど
で
利
用
す
る
連
携
を
行
い
保
育
園
だ
け
で
も

年
間

1
億
円
の
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
世
田
谷
方
式

独
自
に
、
保
健
所
職
員
は
１
７
０
人
か
ら
５
０
０
人
に
増
員
、

高
齢
者
施
設
な
ど
で
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
検
査
キ
ッ
ト
の
全

住
民
配
布
な
ど
先
進
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
で
政
府
を
引
っ
張
っ
て
き

ま
し
た
。

介
護
・福
祉
・教
育
・子
育
て
・ま
ち
づ
く
り

は
１
０
０
回
以
上
の
住
民
と
の
対
話
で

若
者
の
居
場
所
、
不
登
校
、
子
育
て
な
ど
相
談
場
所
、
施
設
、

体
制
な
ど
の
充
実
、
介
護
施
設
は

10
年
間
で

80
カ
所
２
，
２
２

８
人
分
な
ど
各
分
野
で
飛
躍
的
に
拡
充
が
さ
れ
ま
し
た
。
小
田
急

線
下
北
沢
駅
計
画
で
は
１
０
０
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
や
懇
談
会

で
住
民
の
「
参
加
と
協
働
」
を
掲
げ
る
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
展

開
。
公
園
づ
く
り
な
ど
に
も
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、

碧
南
駅
前
と
は
違
い
ま
す
。
住
民
の
意
識
向
上
で
区
政
が
変
わ
り

ま
し
た
。

分
科
会

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
然
を
壊
す

午
後
の
分
科
会
で
は
「
脱
炭
素

環
境
・
地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
誰
の
も
の
」
に
参
加
。
中
津
川
市
の

10
万
㎾
の
太
陽
光
発
電
、

長
野
県
塩
尻
市
の
奈
良
井
宿
上
流
の
小
水
路
発
電
、
松
坂
市
の
大

型
風
力
発
電
な
ど
、
本
来
自
然
を
守
る
た
め
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
新
自
由
主
義
の
元
、
企
業
利
益
の
餌
食
に
な
っ
て
い
る
地
域
か

ら
の
報
告
は
日
本
一
の
二
酸
化
炭
素
排
出
の
碧
南
石
炭
火
力
発
電

所
を
抱
え
る
自
治
体
や
政
府
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
碧
南
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
の
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た

水
銀
を
含
む
石
炭
灰
投
機
の
問
題
に
も
触
れ
「
水
俣
は
終

わ
っ
て
い
な
い
ー
映
画
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
を
見
て

の
報
告
も
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は

農
業
・
林
業
を
主
体
に
手
作
り
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
小

規
模
・
地
産
地
消
で
行
い
農
家
が
「
も
う
か
る
」
と
次
々

広
が
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
、
助
言
者
井
内
尚
樹
（
名
城

大
教
授
、
豊
明
市
環
境
審
議
会
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
部
会

長
）
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
モ
ニ
ア
だ
水
素
だ
な
ど
と

見
果
て
ぬ
夢
を
、
国
税
で
進
め
な
が
ら
石
炭
火
力
発
電
所

の
延
命
を
図
る
政
府
。
企
業
利
益
最
優
先
か
ら
脱
却
し
て
、

そ
の
財
源
を
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
の
住
宅
地
域
に
進
め
る
な

ら
、
２
０
３
０
年
２
０
５
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
、
き
わ

め
て
実
効
性
が
切
り
開
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
若
者
の
未
来

の
た
め
に
、
今
私
た
ち
が
目
を
覚
ま
し
、
学
び
、
社
会
と

政
治
を
変
え
る
時
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

《
山
口
は
る
み
記
》
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

５
月
19
日
（
木
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17
（
日
進
小
学
校
南
）

戦争か平和かが問われています
日本共産党の参議院選挙躍進を

参議院 愛知選挙区 比例代表 参議院議員

すやま初美 たけだ良介

シリーズ３ あなたの「？」におこたえします

第48回東海自治体学校 保坂展人世田谷区長の記念講演

世田谷区政 11年でこんなに変えられる


